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研究成果の概要（和文）：本研究は、カトリック改革が西洋美術に及ぼした影響を解明するため、

16 世紀後半から 17 世紀初頭にいたるローマを中心とするイタリアにおける教会と美術との関

係に注目し、作品をめぐる権力と受容の問題を通して、カトリック改革が、マニエリスムとバ

ロックとの過渡期であるこの時代の美術にどのように具体的に作用したのかを探るものである。 

 
研究成果の概要（英文）：This research aims to clarify the operation of Catholic Reformation 
on art between Mannerism and Baroque through the problem of power and response noticing 
the relation of church and art in Italy from the second half of 16th century to the beginning 
of 17th century, in order to illuminate the influence on Western art. 
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１． 研究開始当初の背景 

 

（１）「カトリック改革」はかつては「反宗

教改革」あるいは「対抗宗教改革」とよばれ

ていたものだが、近年の研究によって、プロ

テスタントへの対抗以前からカトリック教

会内部の自発的な改革運動が始まっていた

こと、プロテスタントへの対抗といった動機

以上の広がりと持続性をもっていたことが

あきらかとなり、名称が改められたものであ

る。カトリック改革とバロック美術の発生と

の相関関係については従来から認められて

いたが、近年ますますその精度が増し、意義

が明確となってきた。 

 

（２）申請者は 16 世紀後半のローマの美術

について長年取り組み、殉教図サイクルと初

期キリスト教文化の復興運動を中心に研究

を行ってきた。今回は、2000 年以降のカトリ

ック改革をめぐる社会・文化的研究の深まり

を反映して、さらに教会の検閲の実態や教団

の活動を調査することによってさらに具体

的かつ総合的にカトリック改革が美術に及

ぼしたメカニズムについて解明しようとす
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るものである。 

 

 

２． 研究の目的 

 

（１）申請者のこれまでの研究は、1600 年前

後のローマにおける聖堂装飾などの美術制

作を中心に、主に作品や図像の調査を主眼と

し、そこに表れた初期キリスト教文化の主題

や様式を考察するものであった。しかし、カ

トリック改革と初期バロック美術との関係

をより具体的に理解するために、教会側の具

体的な画像選択の基準や異端審問所の検閲

の実態について調査する必要が生じてきた。

検閲については、不明な点が多いが本格的な

調査がなされていないこともあり、本研究で

は検閲の基準や適用例について探ることに

する。 

 

（２）この分野の研究は始まったばかりであ

り、まだ解明されていない領域に満ちている。

カトリック改革の思想的・政治的動向につい

てはキリスト教史とイタリア史においても、

もっとも研究が活発なジャンルであるが、カ

トリック改革運動の視覚的な戦略をあきら

かにするのは美術史学に委ねられていると

いってよい。それによって、西洋における宗

教改革の重要性に比して不当に低く評価さ

れていたカトリック改革の全貌と意義をあ

きらかにすることにつながるだろう。教会側

の美術やイメージについての思想と政策を

具体的に解明することで、単なる作品研究で

はわからなかった作品生成の力学を解明す

ることが期待される。 

 

 

３． 研究の方法 

 

カトリック改革の聖像使用と選択および検

閲に関する公文書や書簡・記録といった一次

資料を渉猟して、具体的なデータに基づいて

カトリック改革の図像戦略をあきらかにす

る。次に、この方針が具体的に表れた現象と

して、日本に請来された聖画像の遺品と資料

から当時の宣教方針について考察する。また、

1600 年代に起こったカラヴァッジョの作品

拒否をめぐる資料を再検討し、アントウェル

ペンを中心に布教用に大量に印刷された版

画の図像と流通経路について調査する。ロー

マにおける教皇庁と諸教団の画像選択の実

態と、海外宣教におけるそれとの比較によっ

てカトリック改革のイメージ戦略の実態と

美術への影響をあきらかにする。 

 

 

４． 研究成果 

 

（１）カトリック改革の北方での影響と展開

について調査した。南ネーデルラント（フラ

ンドル）では、16 世紀末のイコノクラスム以

降、フランケン兄弟やマールテン・デ・フォ

スによってカトリック改革を反映した造形

表現が見られ、その傾向はルーベンスの盛期

バロック様式によって完成された。こうした

美術を視察して回った。さらに、イタリアの

バロック美術が遅れて伝播し、18 世紀初頭に

華麗なバロック美術が展開した南ドイツ、バ

イエルン地方に散在するコスマス・ダミア

ン・アザムとエギット・クイリン・アザムの

アザム兄弟による諸教会の装飾について調

査した。ヴェルテンブルクやロールにある教

会装飾は、ベルニーニの総合芸術（ベル・コ

ンポスト）の思想を究極まで発展させたもの

であり、カトリック改革の理想とする雄弁で

感情に訴えかける民衆的な美術の完成型と

見ることができる。また、ローマでは没後 400

年を記念してカラヴァッジョに関する大規

模な展覧会が開催され、従来のカラヴァッジ

ョ研究を集大成するような研究が相次いで

発表されたため、それを調査した。 

 

（２）カラヴァッジョ研究のほか、カトリッ

ク改革がもっとも成功し、17 世紀のバロック

美術の隆盛につながったとされるスペイン

の美術について調査研究を行った。美術理論

家でもあった画家フランシスコ・パチェコに

牽引され、ベラスケスやスルバランを経てム

リリョやバルデス・レアールにいたるセビー

リャにおける絵画制作の状況、マルティネ

ス・モンタニェスの彩色彫刻とチュリゲラ様

式の祭壇衝立の導入などについて、現地に赴

いて調査した。また、セビーリャと並ぶ宗教

彫刻の中心地であるバリャドリードで、グレ

ゴリオ・フェルナンデスを中心に、アロン

ソ・ベルゲーテ、ファン・デ・フーニ、ペド

ロ・デ・メーナらの彫刻作品を調査した。ま

た、スペイン・バロックを特徴づけ、中南米

のバロック様式の主要素となったチュリゲ

ラ様式について調査し、その創始者ホセ・ベ

ニート・チュリゲラの祭壇衝立についてサラ

マンカとセゴビアの教会で作品を実見し、資

料を収集した。 

 

（３）カトリック改革の影響が顕著でなかっ

たと思われてきたフィレンツェを中心に、ト

スカーナ地方における 17 世紀初頭の画壇に



 

 

ついて現地で調査を行った。教皇領であった

ボローニャ絵画の影響が強く及んでいるこ

とを確認し、フィレンツェのバロック美術の

萌芽を跡付けることができた。ボローニャの

美術におけるカトリック改革の問題につい

ても、近年発見や研究が深まっていることを

知り、さらなる研究の必要性を感じた。ロー

マとフィレンツェの研究所と図書館におい

て当該研究の資料を収集し、調査することが

できた。それによって、カトリック改革の政

策と思想が、17 世紀に入ってから徐々に変

化していく過程を読み解くことができた。 

 

（４）16 世紀後半に日本にもたらされ、教

皇庁や教団の画像輸出政策と画像をめぐる

宣教方針についても、記録・資料と布教用画

像との両面から調査した。17 世紀以降の国内

の南蛮美術の資料を調査し、従来の南蛮研究

の成果を咀嚼して図像の分類やその意味内

容についても考察を深め、いくばくかの成果

を得た。 
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